
治療で改善することも
人に相談するのが恥ずかしかったり、

体質や年のせいとあきらめてしまいがち

な尿もれですが、治療によって改善でき

ることも少なくありません。腹圧性では、

膀胱を支えている骨盤底部の筋肉を鍛え

る体操が有効な場合があります。また、

切迫性の場合は、膀胱の収縮を抑える薬

によって症状を抑えることができます。

尿意の切迫感や頻尿などは、膀胱炎や

前立腺がんなどが原因となっていること

もあります。お悩みの方は、一度、泌尿

器科を受診してみてください。
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中高年に多いひそかな悩み
尿もれで多いタイプは二つあります。一つは、

くしゃみやせきをしたとき、重いものを持ったと

きなど、おなかに力が入ったときに尿がもれてし

まう“腹圧性”で、女性に多いのが特徴です。もう

一つは、尿意を感じてからすぐにトイレに行かな

いと、がまんできずにもらしてしまう“切迫性”で、

中高年の男女に多くみられます。特に、膀胱
ぼうこう

が勝

手に収縮してしまい、尿意切迫感、頻尿、尿失禁

をともなうものを過活動膀胱と呼んでおり、最近

の調査では40歳以上の8人に1人にその症状があ

ることがわかりました。


